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（一社）あいち経営塾合同研修会
今年度の新事業としての開催です。
あいち経営塾は、Ｇ-interective から生まれ変わって２年目。
出会いと気づきをテーマに活動され、新産会の会員も多くの方が参加しています。
また、今回の講演は 25 期山田茂樹さんの講演です。
 

        記

【　日　時　】　平成３０年７月２５日（水）　１７:００～１９:００
【　場　所　】　公益財団法人あいち産業振興機構　セミナールーム
　　　　　　　名古屋市中村区名駅４丁目４番３８号
　　　　　　　愛知県産業労働センター１４階
【　講　演　】　25 期　山田茂樹様
【　演　題　】　企業経営と我が人生　～日本語教育と児童福祉（保育事業）～
【　参加費　】　無料
【　懇親会　】　「英」　※実費精算 約 5～ 6,000 円

     参加申込書参加申込書
 
【　研究会　】　参加　/　不参加　　【　懇親会　】　参加　/　不参加

　＿＿＿＿期　　氏名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

詳細は 7月号のニュースでご案内します。
ご参加いただけますようご都合をお合わせください。

◆今後の予定　　『　45 周年記念納涼会45 周年記念納涼会　』　8月 7日（火）　18：30 ～

FAX：（０５６２）－４５－２３０２　（株）セイリョウライン　幣旗 孝司 宛
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　5月 16 日～ 17 日に企業視察研修会を開催致しました。初日は株式
会社河合楽器製作所様に訪問してまいりました。日本のグランドピア
ノと言えば YAMAHAか KAWAI が思いつきますが、まさしくその 2社
で世界のシェアを大きく占めるそうで、日本を代表する楽器メーカー
の 1社です。年間 5000 台のグランドピアノを製造する竜洋工場では、
希少な木材マホガニーなどを使用し、1台 1台丁寧に製造されていま
した。グランドピアノは約 1万点の部品から構成されるそうなのです
が、驚きだったのはその製造工程のほとんどが「手作業」。調律工程
では、信じられないスピードで 1本 1本の弦を調律する職人技に感嘆
の声があがっておりました。出来上がったピアノは、ユーザーの希望
にあわせて音の調整が行われます。聞き比べるとその差を確かに感じ
ることができました。音の感性はそれぞれであることと、ユーザー目
線の確かなものづくりを学ぶことが出来ました。

（39 期　大谷 裕）

　2日間の食事は静岡名物の海鮮、うなぎ、浜松餃子とバラエティに富んだ大変美味な食事ばかりで、流石は市川会長、
参加者全員大満足の素晴らしい内容でした。ホテルでの宴会も大変盛り上がり、参加者同士の親睦や新産会の結束
を深める有意義な時間になりました。ご参加頂きました皆様、企業選定を頂きました深井前会長、そして全行程を
アレンジ頂きました市川会長、本当にありがとうございました。

（39 期　大谷 裕）

株式会社河合楽器製作所様株式会社河合楽器製作所様

碌々産業株式会社様（静岡工場）碌々産業株式会社様（静岡工場）

2日間のまとめ2日間のまとめ

　本年度最初の事業、国内企業視察研修では、「超高精度高速微細加工機」のリーディングカンパニーである、創業
115 年の碌々産業株式会社様の静岡工場へ訪問してまいりました。
　当日お忙しい中、横浜より駆けつけていただいた海藤社長自らプレゼンのマイクを取り、グローバル・ニッチ・トッ
プ企業を合言葉に、高精度マシニングセンター・高性能プリント配線基板加工機等を製造、他社にはない高性能な
マシンを造る想いは勿論、デザイン性にも注視し、常にグローバルな視野で自社の特徴を最大限に活かして行く戦
略を熱く語っていただきました。
　室温 23℃±0.5℃に制御された完全恒温精密組立工場 Area23 な
ど、徹底的に環境管理された最新鋭な工場から生み出される高品
位なマシン群、また展示コーナーでは鏡面に仕上げられた試作品、
時計の微細部品などには参加者全員が目を凝らしていました。
碌々産業株式会社様の技術力に参加者全員が感銘を受けました。
　代表取締役海藤様、営業本部長太田様、名古屋営業所長矢野様、
名古屋営業所杉山様には、お忙しい中、心温まるおもてなしを賜
り本当にありがとうございました。
紙面をお借りし御礼申し上げます。

（29 期　深井 昇）


